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「
神
崎
」
は
玉
川
町
の
大
字
地
名
で

「
こ
う
ざ
き
」
と
読
み
、
成
羽
川
が
本

流
の
高
梁
川
に
合
流
し
、
落
ち
合
う
場

所
で
、
成
羽
川
・
高
梁
川
の
右
岸
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
成
羽
川
沿
い
に
は

「
上か

み

神
崎
」
が
あ
り
、
合
流
し
て
流
れ

る
下
流
の
高
梁
川
沿
い
に
は「
下し

も

神
崎
」

の
集
落
が
あ
り
ま
す
。「
上
神
崎
」
の

対
岸
は
落
合
町
阿
部
で
、
以
前
は
船
頭

の
い
た
渡
し
舟
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

成
羽
川
と
高
梁
川
が
合
流
す
る
付
近

は
、
水
量
も
多
く
、
水
深
が
一
〇
㍍
ぐ

ら
い
あ
っ
て
深
く
、
流
れ
も
渦
を
巻
い

て
い
て
昔
か
ら
危
険
な
場
所
と
し
て
有

名
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
地
形
も
標
高
三

八
六
㍍
の
神
崎
山
が
川
が
合
流
す
る
場

所
へ
向
っ
て
断
崖
絶
壁
の
岬
と
な
っ
て

突
き
出
て
い
て
、
以
前
は
こ
の
岬
の
上

に
土う

ぶ

産す
な

神が
み

の
神
崎
神
社
が
鎮
座
し
て
い

ま
し
た
。
付
近
は
、
近
世
か
ら
高
瀬
舟

に
よ
る
交
通
が
盛
ん
に
な
る
と
、
交
通

の
難
所
と
し
て
船
頭
た
ち
に
恐
れ
ら

れ
、
航
海
の
安
全
を
岬
に
あ
っ
た
神
崎

神
社
に
祈
願
し
て
通
行
し
て
い
た
と
い

わ
れ
、
ま
さ
に
、
船
頭
た
ち
に
と
っ
て

神
の
ミ
サ
キ
（
御
崎
）
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
た
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
阿
部

落
合
に
お
け
る
遭
難
」
と
し
て
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
（「
成
羽
町
史
」）。「
五

月
六
日
小
高
瀬
（
小
さ
い
高
瀬
舟
）
で

小
七
（
船
頭
）
の
舟
が
阿
部
村
落
合
に

て
ね
じ
（
転
覆
）、
下
流
の
森
脇
に
て

な
み
入
り
、
ぬ
か
淵ぶ

ち

（
地
名
）
で
沈
み

問
屋
の
荷
物
が
濡
れ
、
内
十
品
見
え
申

さ
ず
、
い
ろ
い
ろ
尋
ね
さ
が
し
た
と
こ

ろ
、
十
品
之
内
鉄
三
束
な
ど
見
つ
か
っ

た
が
、
残
り
五
品
の
う
ち
弁
柄
五
個
と

よ
せ
木
二
個
が
見
つ
か
ら
ず
、
そ
の
た

め
吹
屋
長
尾
屋
へ
頼
り
、
問
屋
な
ど
の

力
を
借
り
て
六
月
十
日
頃
相
済
し
候
」

な
ど
と
あ
り
、
高
瀬
舟
で
吹
屋
の
弁
柄

な
ど
を
積
ん
で
い
た
、
成
羽
本
村
の
小

七
の
舟
が
合
流
付
近
で
転
覆
し
失
っ
た

荷
物
の
責
任
を
長
尾
屋
や
問
屋
な
ど
の

助
け
で
け
り
を
つ
け
て
い
る
記
録
な
の

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
合
流
付
近
で
は

遭
難
事
故
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
「
神
崎
」
は
近
世
以
降
高
瀬
舟
の
船

頭
集
落
と
し
て
、
ま
た
、
川か

わ

湊み
な
と

と
し
て

栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
上
神
崎
に
は
「
ゼ

ン
キ
イ
」
と
い
う
猿
尾
が
あ
っ
て
船
溜

り
が
つ
く
ら
れ
、「
今
屋
」と
か「
浜
屋
」

な
ど
と
い
う
船
問
屋
が
あ
っ
て
、
高
原

上
の
下
切
地
区
か
ら
薪
炭
、
木
材
な
ど

を
「
神
崎
」
ま
で
牛
馬
で
積
み
出
し
、

船
積
み
し
、
下
流
の
里
へ
輸
送
し
、
里

か
ら
は
瀬
戸
内
の
塩
や
干ほ

し

鰯か

な
ど
を
積

ん
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。「
七
日
程
経

て
帰
っ
て
来
る
と
、
神
崎
の
子
ど
も
や

留
守
居
を
し
て
い
た
女
房
た
ち
は
合
流

の
付
近
迄
、
迎
え
に
出
掛
け
、
航
行
の

無
事
を
喜
ん
だ
」（
下
神
崎 

中
村
義た

だ
し

さ

ん
の
話
）
そ
う
で
す
。

　

明
治
に
な
る
と
「
上
神
崎
」
に
五
人

の
高
瀬
舟
の
船
頭
が
、「
下
神
崎
」
に

三
人
の
船
頭
が
い
ま
し
た
。

　
「
神
崎
」
の
地
名
は
一
七
世
紀
中
頃

の
「
正し

ょ
う

保ほ
う

郷ご
う

帳ち
ょ
う

」
に
玉
村
一
三
〇
石
余

り
・
松
山
藩
領
と
あ
り
、
玉
村
の
枝
村

（
枝
郷
）
と
し
て
神
崎
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

今
で
は
当
時
の
面
影
が
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
昭
和
四
七
年
の
大
洪
水
以
降

河
川
改
修
が
行
わ
れ
、
岬
に
あ
っ
た
神

崎
神
社
や
龍
王
神
社
は
、
山
の
ふ
も
と

に
移
さ
れ
、
境
内
に
安
政
四
年
（
一
八

五
七
）
の
地
神
や
、
文
政
一
三
年
（
一

八
三
〇
）
の
石
灯
籠
、
明
治
一
二
年
銘

の
石
鳥
居
が
、
往
時
の
面
影
を
残
し
て

い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
「
神
崎
」
と
い
う
地
名
の
由
来
は
、

成
羽
川
と
高
梁
川
が
合
流
す
る
場
所
に

突
き
出
た
断
崖
絶
壁
の
岬
に
神
社
が
祀

ら
れ
、
ふ
も
と
を
航
行
す
る
高
瀬
舟
や

い
か
だ
の
船
頭
た
ち
の
信
仰
の
対
象
と

な
っ
た「
神
が
鎮
座
ま
し
ま
す
岬
」（「
神

の
ミ
サ
キ
」
＝
「
カ
ム
サ
キ
」）
か
ら

き
た
信
仰
地
名
な
の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

六
十
八
　
玉
川
町

　
　
　
　
　
神
　
崎

高梁川と成羽川が合流する付近の地形図

玉川町神崎（高梁川と成羽川が合流する付近）

　

今
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
市
は
多
方

面
か
ら
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

個
人
で
も
何
か
で
き
な
い
か
と
思
い
、
１
カ

月
に
４
～
５
回
、朝
30
分
程
度
通
学
路
に
立
ち
、

小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
に
「
お

は
よ
う
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
と
声
を
掛

け
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
保
護
者
ら
有
志
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
「
こ
の
人
た
ち
何
者
？
」
と
け
げ
ん

な
顔
で
通
り
過
ぎ
て
い
た
児
童
生
徒
た
ち
。
回

編
集
後
記

数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど

も
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
元
気
な

声
が
返
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
変
化
に
喜
び
を
感
じ
、
こ
ち
ら
も
自

然
な
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
で
自
分
の

存
在
を
認
め
て
も
ら
う
と
、
安
心
し
て
心
が
落

ち
着
く
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
「
あ
い
さ
つ
運

動
」、
い
か
が
で
す
か
。 

（
Ｋ
・
Ｈ
）

　吉備国際大学は、このたびエコアクション21中央事務局（㈶地球環境戦略研究機
関持続性センター）から、県内では初の、また全国でも６番目の大学として、エコ
アクション21の認証を受けました。
　持続可能な社会を作るために地球環境問
題の解決が喫緊の課題となっている現在、
すべての活動において環境に配慮した行動
が求められています。これは、大学の教育
研究活動においても例外ではなく、むしろ
高等教育機関として率先し環境配慮活動に

取り組まなければなりません。そこで、吉備国際大学は自らの責任を
果たすため、環境経営システム（EA21）を構築し、学内のすべての活
動で、環境に配慮した活動を行っています。
　吉備国際大学の教職員は大学での諸活動において、省エネルギー、
省資源、廃棄物の削減など、環境への負荷を減らす活動と環境教育の
推進に取り組んでいます。また、学生もエコアクション21学生委員会
を組織し、教職員と一体となって環境配慮活動に取り組んでいます。
　吉備国際大学では今回の認証を得たことに満足せず、環境負荷をさ
らに低減できるよう常にEA21システムを改善し、今後も環境に優しい
大学として歩んでいきたいと思います。

■問い合わせ　順正学園入試広報室（☎�７１７８）

エコアクション21（EA21）の認証を
受けました

みんなで夏祭り
ＩＮたいようの丘

みんなで夏祭り
実行委員会の皆さん

まちの
�伝言板

　

落
合
町
に
あ
る
福
祉
施
設

「
た
い
よ
う
の
丘
」
で
毎
年
開

い
て
い
る
恒
例
の
夏
祭
り
。

　

市
内
に
あ
る
福
祉
施
設
な
ど

に
、「
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
か
け
、
今
年
は
合
同
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
た

の
は
、
こ
だ
ま
の
集
い
作
業
所

（
成
羽
町
）、
さ
ざ
ん
か
憩
い
の

家
作
業
所
（
和
田
町
）、
望
の

丘
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
川
上

町
）、
た
か
は
し
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
落
合
町
）、
共
同

生
活
援
助
事
業
所 

ひ
だ
ま
り

（
落
合
町
）、
多
機
能
事
業
所 

虹
（
落
合
町
）
の
４
事
業
所
・

２
作
業
所
。
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
参
加
す
る
人
全
員
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
楽
し
い
企

画
を
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

揃
え
る
ス
タ
ッ
フ
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽ 

日
時
…
８
月
６
日
㈮　

午
後

６
時
～
午
後
８
時

▽ 

会
場
…
た
い
よ
う
の
丘 

中

庭
（
落
合
町
阿
部
）

※
駐
車
場
有
り
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
た
い
よ
う
の
丘

内
☎
�
１
５
３
２
）


